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現場の 求め る保育士の 音楽的資質につ い て

　　　　　　　　　滋賀県内の 保育所 へ の ア ン ケ
ー

ト調査から　 一

○近　藤　久　美

（一宮女了短 期大学ウ

吉　 弘　淳　
一

（滋 賀文化短期大学）

1は にめ に

　保育者養成校にお ける音楽の 授業内容を考え る時、

次の よ うな疑問を感 じる こ とが ある 。 学生た ちは 、 大

学在学中 に 学ん だ学習の 成果を、 卒業後、 現場で生か

すこ とが で きるの だろうか 。

一方、園側として は、即

戦力 と して 働ける学生を望ん で い る に 違い な い。

　現場の 要求にそ の まま応える とい う訳で な く、生 の

声を 聞 くこ と も参考 に な る と考え 、 現場 へ の ア ン ケー

ト調査を行うこ とに した。

　本研究 は、 現場が 、 新 しく就職 して くる保育士たち

に 音楽を含めどん な基礎的能力を求め て い るの か、ま

た、 「ピア ノ」 「歌 1等 にっ い て は具体的に どの よう

な技術を求 めて い るの か を 調査 し、 今後の 音楽授業の

内容や進 め方の 参考に資す るよ う考察を加え る もの で

あ る。

　また、 最近障害児に女ずする音楽療法に僕沁、力漓 ま っ

て い る。実際 に音楽療法が、現場で どの よ うに 受けと

められて い るカ＼ その 意識謌査も合わせて実施した。
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質問紙郵送に よ るア ン ケート調査

膕謹 結果 の 饕腰 と纏

署．障害を持 っ 子どもの 入所率

　 ア ン ケ
ー

ト調査の 回収 130ヵ 所中、 晝08ヵ 所 におい て

障害を持っ 子どもが 入所して い る こ とが分か っ た 。

　滋賀県全 体 にお け る障害を持づ 子 ど もの 入扉 奪に つ

い て は、平成 9年度 （覈606）、平成10年度 （憑663）、

平成 11年度 （薹711） 、 平成12年度 （濠798）で あ る。 年

々 緩や か に増加傾向を示して い る。障害を持っ 子ども

力贈 えて い るとい うこ とで あろうか 。

磁　「平成 12 年滋齠県児童家庭局資料報告」 ）

2．保育士 に求め られる基礎的能カ

　 ピア ノ演奏力 （27％）。運動能力 （22％）、文章作

成力 （20％）、 歌唱力 （14％）、美術的能力 （16％）、
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パ ソ コ ン ・ワープ ロ 技能 （20％）とい う結果が出た。

　ピア ノ演奏力が 1位とい うこ とは 、 音楽活動 に 力を

入れ て い る所が多い とい うこ とで あろうか 。 また 、 危

険 な状態に陥っ た場合に求め られる機敏性や判断力、

日誌 。指導案 ・保護者へ の お便りな どを書く能力も求

め られて い る こ とが分か っ た。

3．保育士 に求め られ る音楽的要素 「歌 」

楽 しそうに 歌え る （41％）、 音程正しく歌 え る （20

％）、干 どもの 歌をた くさん知 っ て い る （16％） 、 大

きな声で 歌え る （5％） 、 情感豊か に歌え る （14％）、

歌唱指導の 方法を知 っ て い る （3％）とい う結果が出

た。

　保育士自身が歌を楽 しま な けれ ば 、 子どもに歌 う楽

しさは伝わらな いで あ ろう。 正 しい 音程で 歌うとい う

ことも歌を正確に教え る とい う意味に お い て 大切 な こ

とと患われ る。

4．保育士 に求め られ る音楽的要素 「ピア ノ 」

子どもの顔を見 なが ら弾け る （39％）、最後まで 止

ま らず弾け る （18％） 、 弾 き歌い が で き る Q5％ ） 、

曲の雰囲気を出して 弾ける （13％） 、 楽譜どおりに正

しく弾ける （13％） 、
コ ー

ドネ
ーム を見 て伴奏が で き

る （2％）とい う結果が出たo

　子 ど もの 顔を見なが ら弾 くとい うこ とは 、 難しい技

術で あ る 。 最後まで 止まらず に 弾 くこ と も、鱚単そ う

に思え るが 、 卒業したて の 学生に と っ て は難 しい こ と

で あ る 。 こ れ だ け の 技 術を修得 させ る た め に は、か な

りの 練習量と経験 力泌 要に なるだろう。

5．保育士に 求められる音楽的要素 Fその他亅

手 あ そ び 。指あそ び を た くさん知 っ て い る （71％） 、

わらべ うた ・ 伝承あそびをたくさん知 っ て い る （16％）

リトミッ クの 指導が で きる （2％）、鼓笛の 指導がで

きる （2％）、い ろい ろ な楽器を演奏 で きる （了％）、

障害児 に対する音楽療法の 知識があ る （1％ ） と い う

結果が出たe

　手あそび ・指あ そび は子 ど もの 脳の 発達 に 欠か せ な

い 大事な遊 び で あ る 。 こ の結果は当然の こ とで あ ろう。
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6．次の 墓礎的能力を有する在園保育士数 （人）

〔P園で 使 う歌の 伴奏は大体弾ける　　　　　 1， 282

（2）子どもの 身体 表現に合わせて 伴奏で きる　　 996
  よ く通 る声で 歌が歌える

（4廟 見 ・移調がで きる

  リ トミッ クの 指導が で き る

（6＞鼓笛の指導が で き る

（7障 害児 に 対 す る音楽療法の 知識が あ る

993642561531105

T．音楽療法 につ い て の 露知度

　よく知 っ て い る （6％） 、 少し知 っ て い る （35％）、

あまり知 らない （36％）、 知らない （21％）と、 「知

っ て い る」とした全体の 数値は41％で あ るの に対 し、

「知 らな い」 と した全体の 数値は57％で あ っ た。 音楽

療法につ い て の 認知渡 は 、 まだまだ低い よ うで あ る。

8．障害児音楽臻法に っ い て の興味

　大変興味が あ る （23％）、少し興味が ある （65％）、

特に 興味は な い （8％） 、 興味 はな い （2％）と、

「興味が あ る」とした全体 の 数値は88％ で あるの に対

し、 「興味は な い 」とした全体の 数値は 、 わずか 10％
で あ っ た 。 障害を持っ 子ど もが入所す る全て の 保育所

におい て は 「興味がある」とい う回答が出た 。 障害を

持つ 子 ど もた ちの 成長、発達を促す ため に何とか した

い とい う保育士の意欲が この数値か ら感じとれる。

　また、音楽療法にっ い て は知 らない が 興 味が あ る と

答え た割合は、回答者74人中の 60人 （80％）で あ っ た 。

音楽療法の 必 要性が 示峻 され て い る と推察で きる 。

9．音楽が 子 ど もた ち に与 え る彫醤

　大変大きい と思う （41％） 、 大きい と思う （56％）、

特 に思わ ない （0％）、思わな い （0％）、無回答

（3％）とい う結果が出た。無回答を除 い た全て の 保

育所 に おい て 「大きい 」とい う回答を得たこ とにな る 。

どの 園に おい て も、 音楽は重要視されて い る よ うで あ

る。

　次 に 「音楽が 芋ど もた ちに与 え る影響は大 きい 」と

答えた理 由にっ いて は、 「豊かな感牲が育っ 」 「情感

力豊 かに な る」　「情緒が 安定する」　円青操教育 に Llい 」

「協調性が育つ 」 「自分を表現す る手段で あり、豊か

な表現力が 育っ 」 とい っ た 音楽を通 して 子 ど もの 人 間

性は を養われ る とい うもの が圧倒的に多か っ た 。

　ま た 、　「子 ど もた ち は歌が大好 きな の で 、 歌に よ っ

て子ど もた ちの 心 の安定が はか れ る」 「音楽に よ っ て

子どもた ちと心を通 い合わせ る こ とが で きる」 「心身

の 発達を助け、 しなや か な 身体作 りがで きる」 「音楽

指導を通して 、 子どもの 達成感、仲間意識を養うこ と

がで きる」な どの 回答も多か っ た。 興味深か っ たの は、
「音楽に は人間の 感性をゆ さぶ る もの が あ る」 「音楽

を通 して 得る もの は大きい 」 「子 ど もに と っ て きれい

な音楽に 接す る こ とは必 要」 とい っ た 音楽絶対論 の よ

うな 回答もあ れば 「音楽は子ど もの 生活の
一
部で い い」

讎 舌の 中で必要に店じて 音楽を取 り入れて い るだ

け」 とい う消極的な回答もみ られた こ とで ある 。 もち

ろん 、 この よ うな 消極的な 意見は ごくわずか で あ り、

回答して頂いた ほ とん どの 園に おい て 、 「音楽は子ど

もの生活に欠かせ ない 」とい う一致した意見が得られ

た 。

　その 他 、 「難聴の子どもの養育 に効果があ る」 「音

楽療法を受けて い る障害児がい るため」 「音楽が障害

を持 っ 子どもに 与える影響 の 大きさを経験した亅とい

う、 音楽が 保育 と別の 役割を果たして い ると い っ た 回

答も得 られた 。

1》ま とめ

　今回の 調査か ら大体次の ような こ とが推測で きた 。

　まず、 現場が保育士 に求 め る最も重要な基礎能力は

ピァ ノ演奏力で 、 子どもの顔を見ながら弾け る技術が

必要で ある。 他の 音楽的要素にっ い て は、子どもと
一

緒に楽しく歌が歌え、手あそび e 指あそ びをた くさん

知 っ て い て もらい た い 。

一
方、在園す る保育士の ほ と

んどは園で使う歌の 伴奏が大体弾け、身体表現に合わ

せ て 伴霙 した り、 よく通 る声で 歌を歌う技術を持 っ て

い る 。 障害児に対する音楽療法 につ い て は 、 興味はあ

る もの の 、 そ の 知識に乏 しい
。 ほ とん どの保育所が 何

らか の 音楽活動を行 い、子どもの 生活に 音楽は必要 と

考え て い る。

　現場 の 要求 に その ま ま応え る の が養成校側の 役 目と

は思 っ て い な い が、今回の ア ン ケート結果は、今後の

授業展開に十分参考に な る もの と思 っ て い る。
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